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た視覚話線溺織は30.0、20.0，10.0. 5.0， 4.0. 3.0， 2.5. 
2.0‘1.5， 1.0， 0.8. 0.5. 0.4秒であった。税関関係の主主
性的犯滋 :13様COP波形と出力COP波形との!需の相関関
係、{立綴銭を求め、これらをもとによ記議題を検討した。
佼秘義の平均と標準協議の綴向を考癒すると、リズム綿織
が30秒、から2秒に近づくにつれてリズム遂磁を修正、務節
する!PJI還が外的訟もの (FBC)から内的なもの (PFC)に
徐々に変化し、題JUJが0.8-2秒(潟波数が0.5-1.25日z)
の範磁では主に脳内で生成した霞様リズムに従って溺期途
lFJ;!従が行われている可能性がある。2Hz以上の潟波数(J諸
問0.5秒以下)では、身体の{貫性やリズム切り替えの綬界
のため、安定したりズふの生成が難しくなったと考えられ
る。
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